
2  り んご斑点落葉病菌のポリオキシン耐性について

1)背 景と特徴     、

従来、特効薬として彼開 されて来た農薬が多年にわたる連続的使用によって防除効果のf_R

下がいちぢるしい例が報告されている。これは、ある種の農薬がある種の病原菌に対して耐

性を示したこととして防除上きわめて重要なことである。りんどの主要病害である斑点落葉

病菌にっいても従来、特効薬とされていたポリオキン/剤 の効力低下が見られる事例があっ

たので、県内の主要なりんど産地について、ポリオキシン耐性菌の出現の可否、および耐性

の強さなどを調査した。その結果、サンプリング地点にかける耐性菌分布の実態が明らかに   ′

なったので、現段1増における対策を紹介し参考に供したい。

2)技 術内容

(1)要  旨

県1中のりんど図におけるポリオキン/耐 性菌の分布状況を調査した結果、耐性菌が広 く

分布していることが判明した。しかし、これらのほとんどの園では、他の殺菌剤との組合

せなどにより、斑点落葉病による激しい被害は現在のところ受けていない。ところが耐性

由の分離率が高く、しかも高濃度のポリオキン/耐 性を示す菌林が高頻受で存在するとこ

ろ (例えば第 1表の北上市 )ではポリオキシンの効力低下がいちぢるしい。りんご斑,電落

乗病面に対するポリオキツン耐性の出現は単剤の多回数彼開によっておこる現象 (商決圧 )

とされているため、ポリオキシン剤の多回数彼用は慎しまなければならない。

( 2 ) 対策

① ポ リオキシン剤は、連続彼帰にょり耐性菌を出現させるおそれがあるので、同一園で   力
｀

の散布はなるべく、少数回 (年間 2～ 3国以内 )に止める。

② ポ リオキン/剤 ?効 力低下が明らかに認められた場合はその後の散布にポリォキン/

剤?彼用を禁止じ代替薬斉Jを就布する。

③ 耐 1生菌の出現を未然に防止するために、ポリオキシンの単剤連用散布はさけ、ポリオ

キシンと他剤との混合斉じを用いるようにすること力望 ましい。

3)普 及上の留意点

(1)ポ リオキシン剤の耐性はりんご斑点落葉病の他、ナン黒斑病rrC対しても同様の耐性を示

している。

像)り んどおよびナンの黒星病西に耐性を示す薬剤として、現在のところチオフアネートメ

テル剤、ドノミル斉Jが報告されているので注意する。
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参考成績

(1)当 該薬剤の使用開始から薬効低下が認められるまでの年数 と散布回数

病 害      薬 剤  赫 酸 騨 警4象
少 ん  ど  チ オフアネートメチル剤、ベノミル剤、カルベ/

3年間 1/C54回  3年
黒 星  病  グ

'メールのいずれか、又は合せて

少 ん ご 1年間に 14回   1年
ポリオキシ/剤

差点落乗病 1年 平均  6回   3年

ナ   シ          | 1年 平均 11回   |
ポ リオキシン剤

(巾 5～ 25回 )3～

6年

黒 斑  病

ナ ン チオガネー
|メ
テル歌は  ,.t行 晋々魯亀甲

黒 星  病  ベ ノミル剤                  彼 開回数平均  3～ 4年
2 8 国

(巾17～43回)

(2)ポ リオキシン印H珂嘱歴を異にする2地区でのりんど斑点落葉病耐性菌の検出率比較     、

ポリオキギ/ン剤御電回数 耐1生菌

昭 43 44 45 46 47 48 49 50年  計    検 出率 %

O地 区     0    0    0    1    1    1    2‐    2      7       6 3

J 蛭
‐
2 3 4 ! 3 3 4 4 3 2 6  2 0 . 0 1

(と1形因試 昭 和 50年 度成績 )

(3)年 間 3回 4年 間に 12回 スは、 2年 間に8固 ポリオキシンを散布した地区でナン黒斑病耐

性菌が検出されない夕Uもある。    ‐ (茨城園試 昭 和 47年 度成績 )

(4)串 取県 45図 地におけるポリオキン/剤 耐性

ナシ黒斑病函の密度推移   ,            `

耐 性 菌 検 出 率 %

P召46 _  47   48   49   50    51年

1費用開始から                二 部の園で 一部の国で
散布事情        使 輝せず 使用せず 使用せず

3 ～4 年 1競     4姉

強出由率  競 5    92,3   63.8   35.5   42.2    38.6

検出イ木率  66.6    37.3  15,6   7,3   8.0    87

-6-  ｀ 島収果試、昭和 51年 度成績 )



5)残 された問題点

(1)耐 性西の分布実態

0)ポ リオキン/の使用経歴と耐性菌出現との関係

O)耐 性菌の出現を回述するための具体的対策

~ 7 ~


